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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
１
１
５
６
万
円
を
増
額

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
支
払

等
シ
ス
テ
ム
事
業
補
助
金
５

３
６
万
円
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
５
３
６
万
円
の
増
額

な
ど
で
す
。

歳
出
の
補
正
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
障
害
福
祉
シ
ス
テ
ム
管
理

経
費
（
報
酬
請
求
シ
ス
テ
ム

の
改
修
委
託
）
…
１
０
７
２

万
円

▼
校
務
の
情
報
化
推
進
事
業

経
費（
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ
ス

ク
ー
ル
事
業（
＊
１
）へ
の
参

加
に
要
す
る
経
費
）
…
８４
万

円※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

ス
ク
ー
ル
事
業
の
効
果
は

質
問

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

ス
ク
ー
ル
事
業（
＊
１
）を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
を

聞
く
。

答
弁

教
育
面
で
は
、児
童
、

生
徒
の
情
報
活
用
能
力
の
向

上
が
期
待
で
き
、
個
別
最
適

な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の

一
体
的
な
充
実
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
財
政
面

で
は
、
年
間
１
７
０
０
万
円

程
度
の
削
減
を
図
る
。

要
望
等

学
校
間
で
格
差
が

出
な
い
よ
う
、
個
別
最
適
な

学
び
の
充
実
を
要
望
す
る
。

令
和
７
年
６
月
定
例
月
議
会
は
、
６
月
１３
日
か

ら
２７
日
ま
で
の
１５
日
間
の
期
間
で
開
か
れ
、
一
般

会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
一
部
改
正
、
決
議
な
ど

１６
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
日
間
に
わ
た
り
３０
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は
２
・
３
面
）
。

＊
１

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
Ｄ
Ｘ

ス
ク
ー
ル
事
業
…
児
童
、
生

徒
１
人
に
つ
き
１
台
配
備
さ

れ
て
い
る
端
末
の
標
準
仕
様

に
含
ま
れ
て
い
る
汎
用
的
な

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ク
ラ
ウ
ド

環
境
を
活
用
し
て
効
果
的
な

授
業
を
行
い
、
児
童
、
生
徒

の
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を

図
り
つ
つ
、
併
せ
て
校
務
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
、
全
国
に
先
進

的
な
事
例
を
展
開
す
る
た
め

の
国
事
業
の
こ
と
。

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
は
、
診
療
報
酬

返
還
引
当
金
繰
入
額
及
び
通

信
運
搬
費
の
補
正
を
行
う
も

の
で
、
収
益
的
支
出
を
３
億

２
１
７
８
万
円
増
額
す
る
も

の
で
す
。

な
お
、
今
回
の
補
正
は
、

６
年
８
月
に
実
施
さ
れ
た
近

畿
厚
生
局
に
よ
る
「
病
院
の

施
設
基
準
等
に
係
る
適
時
調

査
」
の
結
果
、
市
立
ひ
ら
か

た
病
院
の
緩
和
ケ
ア
病
棟
に

お
い
て
、
３
年
７
月
か
ら
６

年
８
月
ま
で
の
期
間
の
う
ち
、

看
護
師
の
必
要
数
が
足
り
ず
、

施
設
基
準
の
届
出
要
件
を
満

た
し
て
い
な
か
っ
た
日
が
あ

っ
た
と
の
指
摘
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
当
該
期
間
に
係
る

入
院
料
の
自
己
点
検
を
実
施

し
、
診
療
報
酬
の
自
主
返
還

金
と
通
知
文
な
ど
の
郵
送
料

が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

施
設
基
準
の
届
出
要
件
不
備

看
過
で
き
な
い
基
本
ミ
ス

根
本
か
ら
見
直
し
を

質
問

今
回
の
事
態
を
踏
ま

え
、今
後
の
改
善
策
を
聞
く
。

答
弁

施
設
基
準
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
づ
く
り
や
、
職
員
の

同
基
準
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
取
組
等
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

要
望
等

長
年
に
わ
た
る
基

本
的
ミ
ス
の
見
過
ご
し
は
看

過
で
き
な
い
。
業
務
フ
ロ
ー

を
根
本
か
ら
見
直
し
、
再
発

防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、

よ
り
安
心
、
安
全
な
医
療
提

供
体
制
の
構
築
、
業
務
改
善

に
つ
な
げ
る
よ
う
要
望
す
る
。

医
療
費
の
返
還

本
来
必
要
の
な
い
手
続

迅
速
丁
寧
な
対
応
を

質
問

患
者
及
び
そ
の
親
族

に
対
す
る
医
療
費
の
返
還
予

定
を
聞
く
。

答
弁

返
還
対
象
の
患
者
約

４
５
０
人
の
緊
急
連
絡
先
で

あ
っ
た
人
に
対
し
通
知
送
付

や
電
話
連
絡
等
を
行
い
、
個

別
に
協
議
す
る
考
え
で
あ
る
。

要
望
等

本
来
不
必
要
な
手

続
を
強
い
る
た
め
、
対
象
者

に
は
迅
速
丁
寧
に
対
応
し
、

職
員
の
入
替
え
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
二
度
と
同
様
の
事

態
と
な
ら
な
い
よ
う
手
順
と

ル
ー
ル
の
作
成
を
要
望
す
る
。

施
設
基
準
等

人
材
育
成
に
取
り
組
み

指
摘
事
項
の
改
善
を

質
問

施
設
基
準
等
に
精
通

し
た
職
員
を
育
成
す
る
に
は
、

経
験
を
積
み
重
ね
ら
れ
る
人

事
体
制
が
必
要
で
あ
る
が
、

見
解
を
聞
く
。

答
弁

職
員
の
施
設
基
準
に

対
す
る
理
解
を
深
め
る
取
組

や
、資
格
取
得
の
支
援
な
ど
、

人
材
育
成
に
取
り
組
む
。
ま

た
、担
当
者
を
複
数
配
置
し
、

相
互
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
体
制

等
を
構
築
す
る
。

要
望
等

施
設
基
準
管
理
士

の
育
成
な
ど
に
取
り
組
み
、

指
摘
事
項
の
改
善
を
求
め
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
は
、
国
の
物
価
高
騰

対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
増
額
措
置
に
伴

う
市
独
自
の
追
加
支
援
策
等

に
つ
い
て
補
正
を
行
う
も
の

で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１

億
６
４
６
４
万
円
を
増
額
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
主
な
補
正
内
容
は
、

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
１
億
２

８
４
８
万
円
、
財
政
調
整
基

金
繰
入
金
３
４
５
２
万
円
の

増
額
な
ど
で
す
。

歳
出
の
補
正
内
容
は
、
市

内
対
象
店
舗
に
お
け
る
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
利
用
で
の

ポ
イ
ン
ト
還
元
に
係
る
物
価

高
騰
対
策
消
費
拡
大
支
援
事

業
費
１
億
６
３
０
０
万
円
、

生
成
Ａ
Ｉ
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
事

業
費
１
６
４
万
円
の
増
額
で

す
。

※
１
万
円
未
満
四
捨
五
入

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

不
慣
れ
な
人
へ
の
支
援
と

対
象
店
舗
拡
大
へ
の
取
組
を

質
問

今
回
の
ポ
イ
ン
ト
還

元
事
業
の
概
要
を
聞
く
。

答
弁

８
月
実
施
の
ｄ
払
い

の
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
と
は

別
事
業
と
し
て
、同
様
の
還
元

率
等
の
条
件
で
ａ
ｕ
Ｐ
Ａ
Ｙ

を
１２
月
、
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
を

８
年
１
月
に
予
定
し
て
い
る
。

要
望
等

３
決
済
事
業
者
分

を
合
わ
せ
１
人
最
大
９
０
０

０
円
相
当
の
還
元
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
。
ス
マ
ホ
の
操

作
に
不
慣
れ
な
人
へ
の
支
援

や
周
知
、
対
象
店
舗
の
拡
大

に
向
け
た
取
組
を
要
望
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

効
果
検
証
の
結
果
を
生
か
し

次
回
以
降
の
制
度
設
計
を

質
問

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業

の
効
果
検
証
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答
弁

業
種
別
、
年
代
別
の

利
用
傾
向
な
ど
の
デ
ー
タ
を

基
に
、
購
買
行
動
に
与
え
た

影
響
等
を
分
析
す
る
こ
と
で

今
後
の
施
策
検
討
等
の
参
考

と
し
、
よ
り
効
果
的
な
支
援

策
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

要
望
等

実
施
に
当
た
っ
て

は
、
対
面
で
の
相
談
体
制
を

整
備
し
、
効
果
検
証
の
結
果

を
次
回
以
降
の
制
度
設
計
に

生
か
す
よ
う
要
望
す
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
教
育

実
践
に
根
差
し
た
仕
組
み
と

現
場
へ
の
丁
寧
な
支
援
を

質
問

Ａ
Ｉ
社
会
を
生
き
抜

く
人
材
育
成
と
し
て
、
教
育

現
場
へ
の
生
成
Ａ
Ｉ
導
入
に

お
け
る
中
長
期
的
な
教
育
方

針
、育
成
ビ
ジ
ョ
ン
を
聞
く
。

答
弁

生
徒
の
情
報
活
用
能

力
を
育
成
し
、
主
体
的
な
学

び
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を
目
指
す
。

ま
た
、
情
報
技
術
を
学
習
等

に
活
用
し
、豊
か
に
社
会
を
生

き
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
。

要
望
等

実
践
に
根
差
し
た

仕
組
み
づ
く
り
と
現
場
へ
の

丁
寧
な
支
援
を
要
望
す
る
。

高
齢
者
へ
の
生
活
支
援

デ
ジ
タ
ル
に
偏
ら
な
い

支
援
策
の
充
実
を

質
問

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
を
利
用
で
き
な
い
と
の
声

を
高
齢
者
か
ら
聞
く
。
ポ
イ

ン
ト
還
元
事
業
で
は
支
援
が

行
き
届
か
な
い
と
考
え
る
が
、

高
齢
者
へ
の
生
活
支
援
は
検

討
さ
れ
て
き
た
の
か
。

答
弁

本
事
業
は
、
幅
広
く

市
民
等
を
支
援
で
き
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
利
用
促
進

の
た
め
対
面
で
の
相
談
体
制

が
整
う
事
業
者
で
実
施
す
る
。

要
望
等

バ
ス
運
賃
助
成
な

ど
、
デ
ジ
タ
ル
に
偏
ら
な
い

支
援
策
の
充
実
を
要
望
す
る
。

■
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

議
会
は
、
６
月
２７
日
の
本

て
ら
し
ま
あ
き
た
か

会
議
で
、
寺
嶋
明
孝
氏
を
推

薦
す
る
こ
と
に
満
場
一
致
で

適
任
と
決
し
ま
し
た
。

５
月
２０
日
に
開
催
さ
れ
た

全
国
市
議
会
議
長
会
第
１

０
１
回
定
期
総
会
で
、
市
政

の
振
興
に
対
す
る
功
績
に

よ
り
、
松
岡
ち
ひ
ろ
議
員
、

高
野
寿
陛
議
員
、
妹
尾
正
信

議
員
、
鍜
治
谷
知
宏
議
員
が

１０
年
永
年
勤
続
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。

な
お
、
６
月
１３
日
に
議
場

で
、
４
人
の
議
員
に
対
し
、

議
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
の
交
戦
が
続
く
中
、
米
国
が
イ
ス

ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
に
加
わ
り
核
施
設
３
か
所
を
空

爆
し
、
そ
れ
に
対
し
て
イ
ラ
ン
が
報
復
す
る
な
ど
、
中
東
に

お
け
る
軍
事
衝
突
の
応
酬
が
続
い
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
中
、

米
国
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
イ
ラ
ン
の
核
施

設
へ
の
空
爆
を
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投
下
に
な
ぞ
ら
え
、

「
戦
争
を
終
わ
ら
せ
た
」
と
発
言
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

非
核
平
和
都
市
を
宣
言
し
、
核
兵
器
の
廃
絶
及
び
国
際
社

会
の
平
和
と
安
全
を
願
う
枚
方
市
の
市
議
会
と
し
て
、
原
爆

投
下
を
正
当
化
す
る
よ
う
な
発
言
は
決
し
て
看
過
、
容
認
す

る
こ
と
は
で
き
ず
、
人
道
的
立
場
か
ら
も
、
国
際
社
会
に
お

け
る
武
力
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
強
く
求
め
ま
す
。

※
決
議
と
は
…
議
会
が
対
外
的
に
意
思
を
表
明
す
る
必
要
が

あ
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
議
会
の
意
思
を
決
議
書
の
形
と
し

て
議
決
す
る
も
の
で
す
。

議
会
日
誌

６月
６
月
定
例
月
議
会

１３
日
…
本
会
議（
第
１
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算
、

条
例
の
一
部
改
正
等
を

可
決

２０
日
…
本
会
議（
第
２
日
）

８
議
員
が
一
般
質
問

２３
日
…
本
会
議（
第
３
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問

２４
日
…
本
会
議（
第
４
日
）

８
議
員
が
一
般
質
問

２５
日
…
本
会
議（
第
５
日
）

７
議
員
が
一
般
質
問

２７
日
…
本
会
議（
第
６
日
）

一
般
会
計
補
正
予
算
、

人
事
案
件
、
決
議
、
意

見
書
を
可
決

決議・意見書 その他 ６年度繰越計算書 契約 外郭団体
経営状況 人事案件 条例の一部改正 ７年度補正予算

・
陸
上
自
衛
隊
祝
園
分
屯
地
に
お
け
る
火
薬
庫
等
整
備
に
係
る
住
民

説
明
会
の
開
催
を
求
め
る
意
見
書

・
消
費
税
の
減
税
及
び
必
要
な
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書

・
大
阪
府
立
枚
方
支
援
学
校
の
過
大
、
過
密
及
び
教
室
不
足
の
解
消

を
図
る
た
め
、
新
た
な
知
的
障
害
支
援
学
校
建
設
を
求
め
る
意
見

書
・
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
支
援
を
求
め
る
意
見
書

・
米
国
の
関
税
措
置
に
対
応
し
た
中
小
企
業
等
支
援
策
の
拡
充
を
求

め
る
意
見
書

・
米
の
価
格
の
抑
制
及
び
安
定
供
給
を
求
め
る
意
見
書

・
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
恒
久
的
な
財
源
確
保
等
を
求
め
る
意

見
書

・
国
際
社
会
に
お
け
る
武
力
紛
争
の
平
和
的
解
決
を
求
め
る
決
議

・
専
決
事
項
の
報
告

・
下
水
道
事
業
会
計
継
続
費

・
下
水
道
事
業
会
計
予
算

・
水
道
事
業
会
計
継
続
費

・
水
道
事
業
会
計
予
算

・
一
般
会
計
繰
越
明
許
費

・
牧
野
長
尾
線
（
７
工
区
）
・
長
尾
杉
線
（
長
尾
工
区
）
道
路
整
備

工
事
請
負
変
更
契
約
締
結

・
東
部
清
掃
工
場
定
期
補
修
工
事
（
７
年
度
）
請
負
契
約
締
結

・
公
益
財
団
法
人
枚
方
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
７
年
度
事
業
計
画
）

・
枚
方
市
土
地
開
発
公
社
（
７
年
度
事
業
計
画
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

・
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

・
附
属
機
関
条
例

・
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

・
市
税
条
例

・
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

・
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
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聴

取
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決

可

決

聴
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聴

取

適

任

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決

可

決
－ － ４ ４ ４ ４ ４ １ ４ － － － － － － － ４ ４ １ － － － ４ １ １ １

・ 田口敬規議員（自由民主党・無所属の会）は、議決当時、議長としての立場
上、採決に参加していません。

－ － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
－ － － － － － ○ ○ － － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
決
結
果
一
覧

掲載面
自 民
共 産
連 合
維 新
公 明
命守る

会派等所属別議員名
結成順に掲載。（ ）は会派等の略称

自由民主党・無所属の会（自 民）
前 田 富 枝、田 口 敬 規、
長 友 克 由、松 本 佑 介、
妹 尾 正 信

日本共産党議員団（共 産）
堤 幸 子、広瀬ひとみ、
松岡ちひろ、三 和 智 之

連合市民の会（連 合）
野 村 生 代、八 尾 善 之、
奥 野 美 佳、番 匠 映 仁、
大津真沙樹

大阪維新の会
枚方市議会議員団（維 新）
泉 大 介、鍜治谷知宏、
高 野 寿 陛、岡市栄次郎、
門 川 紘 幸、小 池 晶 子、
大 濱 暢 祐、佐田あゆ美、
志 甫 直 哉

公明党議員団（公 明）
丹 生 真 人、大 地 正 広、
藤 田 幸 久、田 中 優 子、
一 原 明 美、千 葉 雅 民、
東 実名子、峠 賢 一

命を守る政治の会（命守る）
漆 原 周 義


